
仕事の振り返りシート（令和５年度実施分） 作成・更新日

事業名 実施計画事業or一般事業 市長公約 該当なし 総合戦略 該当なし
施策横断的な取組との関連性 SDGs 該当あり コンパクトシティ 該当なし スマートシティ 該当なし

１．基本情報
部 予算中事業名 会計 一般 事業計画
課 款 10 新規or継続

係 項 5 市単独or国県補助

体系コード 221 名称 根拠法令、条例等 目 1 義務or任意

基本目標 2 新たな流れの創造による賑わうまちづくり 開始年度 Ｓ26 実施方法
政策 2 スポーツを軸とした人々が集まるまちづくり 終了年度 事業分類
施策 1 スポーツツーリズムの推進

２．事業概要と目的及び（基本計画期間内）目標値
（１）事業概要

事業概要

（２）目的 （３）目標値
効果指標 単位 R3 R4 R5 R6 R7

エントリーチーム数 チーム 0 150 150 150 150

３．前年度の実績（活動及び費用対効果）説明
（１）活動実績 （２）活動を説明する数値データ及び事業費の推移

活動指標 単位 R3 R4 R5

市外からのエントリー数 チーム 0 122 135

事業費計 千円 0 700 700

一般財源 千円 700

特定財源（国・県・他） 千円 700

　　　（うち受益者負担） 千円

（３）活動による効果 （４）事業効果を説明する数値データの推移 ↓選択して下さい
効果指標 単位 R3 R4 R5 指標の性質 R4とR5の比較

エントリーチーム数 チーム 0 146 159 値が大きいほど良い 効果が上がった

（５）費用対効果結果（自動判定）
※１０万円以上の増減により判断

1指標 効果が上がった 効果は変わらない 効果が下がった
0指標 費用は下がった
0指標 費用の増減無し

効果が上がった 費用が増加した

４．次年度に向けた検討
（１）令和５年度の事業実施における反省点、環境変化や関係者からの意見等を踏まえた検討課題、費用対効果向上のための課題

（２）上記反省点及び課題を踏まえた、令和６年度及び令和７年度の取組
取組説明

事業の在り方検討（廃止、休止、再編成、受益者負担の見直しなど）
事業効果を上げるための事務改善の検討
事業費の見直し検討
業務時間効率化のための事務改善の検討
特に検討事項無し（現状維持又は現状の計画通り）

2024年6月28日

大澤駅伝競走大会支援事業 一般事業

産業文化スポーツ部 単年度繰り返し
スポーツ推進課 継続事業
市民スポーツ係 市単独事業

任意的事業
直営

支援事業

大澤駅伝競走大会開催を支援する。

費用（R5とR4の一般財源増減） 効果
効果が上がった指標数
効果は変わらない指標数
効果が下がった指標数

指標全体

運営体制の強化が必要である。

担当組織 予算
科目大澤駅伝競走大会支援事業

政策体系 大澤駅伝競走大会運営費補助
金交付要領

事業
期間

目的
(本事業に
よって成し
遂げたい
状態)

大会の開催を通し、地域の陸上競技の普及と技術力の向上を図る
とともに、地域住民の連帯と絆を一層強めることを目的とする。

効果説明
(定量及び

定性)

参加チームの約８０％は、市外からの参加であり、スポーツツーリズ
ムの推進が図られている。

効果
(R5とR4の

指標値増減)

費
用

大会の在り方も含め、関係者で協議する必要がある。

活動実績
(R５年度に
行った主な活
動内容）

第７４回大澤駅伝競走大会
開催日　　　令和６年２月４日（日）
会場　　 　　佐野市運動公園周辺
競走区分　 一般男子、高校生男子　42.195ｋｍ
　　　　　　　一般男子、一般女子・高校生女子　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21.0975ｋｍ
　　　　　　　中学生男子　18.0ｋｍ
　　　　　　　中学生女子　11.0ｋｍ　　　　



仕事の振り返りシート（令和５年度実施分） 作成・更新日

事業名 実施計画事業or一般事業 市長公約 該当なし 総合戦略 該当なし

施策横断的な取組との関連性 SDGs 該当なし コンパクトシティ 該当なし スマートシティ 該当なし

１．基本情報

部 予算中事業名 会計 一般 事業計画

課 款 10 新規or継続

係 項 5 市単独or国県補助

体系コード 221 名称 根拠法令、条例等 目 2 義務or任意

基本目標 2 新たな流れの創造による賑わうまちづくり 開始年度 H25 実施方法

政策 2 スポーツを軸とした人々が集まるまちづくり 終了年度 事業分類

施策 1 スポーツツーリズムの推進

２．事業概要と目的及び（基本計画期間内）目標値

（１）事業概要

事業概要

（２）目的 （３）目標値

効果指標 単位 R3 R4 R5 R6 R7

利用者数 人 18,000 18,000 18,000 20,000 20,000

３．前年度の実績（活動及び費用対効果）説明

（１）活動実績 （２）活動を説明する数値データ及び事業費の推移

活動指標 単位 R3 R4 R5

利用者数 人 3,548 18,092 18,499

修繕件数 件 3 4 3

事業費計 千円 17,520 17,772 23,037

一般財源 千円 17,071 17,772 18,021

特定財源（国・県・他） 千円 449 5,016

　　　（うち受益者負担） 千円

（３）活動による効果 （４）事業効果を説明する数値データの推移 ↓選択して下さい

効果指標 単位 R3 R4 R5 指標の性質 R4とR5の比較

利用者数 人 3,548 18,092 18,499 値が大きいほど良い 効果が上がった

（５）費用対効果結果（自動判定）

費用が増加した ※１０万円以上の増減により判断

1指標 効果が上がった 効果は変わらない 効果が下がった

0指標 費用は下がった

0指標 費用の増減無し

効果が上がった 費用が増加した 〇

４．次年度に向けた検討

（１）令和５年度の事業実施における反省点、環境変化や関係者からの意見等を踏まえた検討課題、費用対効果向上のための課題

（２）上記反省点及び課題を踏まえた、令和６年度及び令和７年度の取組

取組説明

事業の在り方検討（廃止、休止、再編成、受益者負担の見直しなど）

事業効果を上げるための事務改善の検討

事業費の見直し検討

業務時間効率化のための事務改善の検討

特に検討事項無し（現状維持又は現状の計画通り）

2024年6月28日

国際クリケット場維持管理事業 一般事業

産業文化スポーツ部 単年度繰り返し

スポーツ推進課 継続事業

スポーツ施設係 市単独事業

任意的事業

直営

施設維持管理事業

・国際試合も実施可能な天然芝グラウンドの維持管理及び施設の修繕、光熱水費・委託料等の支払い

・平成２８年４月に佐野市国際クリケット場条例を施行し、呼称を「佐野市国際クリケット場」に変更、平成２９年度より国際クリケット場維持管理事業

費用（R5とR4の一般財源増減） 効果

目的
(本事業に

よって成し

遂げたい

状態)

・利用者が安全で快適に利用できる施設・設備環境の整備が図ら

れる。

効果説明
(定量及び

定性)

・スポーツ大会やスポーツ合宿を誘致、スポーツツーリズムを主体的に

供用、市内施設での合宿やイベント等により集客する。

活動実績
(R５年度に

行った主な活

動内容）

・体育施設の維持管理　・施設の修繕　・光熱水費、委託料等の

支払い

担当組織 予算

科目
国際クリケット場維持管理事業

政策体系
佐野市国際クリケット場条

例、佐野市国際クリケット場

条例施行規則

事業

期間

効果が上がった指標数
効果は変わらない指標数
効果が下がった指標数

指標全体

より多くの利用者や団体に利用してもらえる取組みを実施する。

効果
(R5とR4の

指標値増減)

費

用



仕事の振り返りシート（令和５年度実施分） 作成・更新日

事業名 実施計画事業or一般事業 市長公約 該当なし 総合戦略 該当なし
施策横断的な取組との関連性 SDGs 該当あり コンパクトシティ 該当なし スマートシティ 該当なし

１．基本情報
部 予算中事業名 会計 一般 事業計画
課 款 10 新規or継続
係 項 5 市単独or国県補助

体系コード 221 名称 根拠法令、条例等 目 1 義務or任意
基本目標 2 新たな流れの創造による賑わうまちづくり 開始年度 R5 実施方法
政策 2 スポーツを軸とした人々が集まるまちづくり 終了年度 事業分類
施策 1 スポーツツーリズムの推進

２．事業概要と目的及び（基本計画期間内）目標値
（１）事業概要

事業概要

（２）目的 （３）目標値
効果指標 単位 R3 R4 R5 R6 R7

サイクルイベント参加者数 人 70 100 100

３．前年度の実績（活動及び費用対効果）説明
（１）活動実績 （２）活動を説明する数値データ及び事業費の推移

活動指標 単位 R3 R4 R5

サイクルイベント実施 回 1

サイクルイベント参加者 人 70

事業費計 千円 0 0 2,983

一般財源 千円 0

特定財源（国・県・他） 千円 2,983

　　　（うち受益者負担） 千円 0

（３）活動による効果 （４）事業効果を説明する数値データの推移 ↓選択して下さい
効果指標 単位 R3 R4 R5 指標の性質 R4とR5の比較

サイクルイベント参加者数 人 70 値が大きいほど良い 効果が上がった

（５）費用対効果結果（自動判定）
費用の増減無し ※１０万円以上の増減により判断

1指標 効果が上がった 効果は変わらない 効果が下がった
0指標 費用は下がった
0指標 費用の増減無し 〇

効果が上がった 費用が増加した

４．次年度に向けた検討
（１）令和５年度の事業実施における反省点、環境変化や関係者からの意見等を踏まえた検討課題、費用対効果向上のための課題

（２）上記反省点及び課題を踏まえた、令和６年度及び令和７年度の取組
取組説明

事業の在り方検討（廃止、休止、再編成、受益者負担の見直しなど）
事業効果を上げるための事務改善の検討
事業費の見直し検討
業務時間効率化のための事務改善の検討
特に検討事項無し（現状維持又は現状の計画通り）

2024年6月28日

サイクルツーリズム推進事業 実施計画事業

産業文化スポーツ部 単年度繰り返し
スポーツ推進課 新規事業
スポーツツーリズム係 市単独事業

任意的事業
一部委託

イベント等開催事業

本市の地理的・地形的特徴を生かしたサイクルイベントの開催等サイクリスト誘客につながる事業の実施によりサイクルツーリズムの推進を図る。

費用（R5とR4の一般財源増減） 効果
効果が上がった指標数
効果は変わらない指標数
効果が下がった指標数

指標全体

応募枠70名が早期に定員いっぱいとなったことから、関係団体と調整し定員増員を検討する。

担当組織 予算
科目サイクルツーリズム推進事業

政策体系 事業
期間

目的
(本事業に
よって成し
遂げたい
状態)

多くのサイクリストが、本市を訪れる。

効果説明
(定量及び
定性)

サイクルイベントは、応募枠である70名の参加を得たが、そのうち9割
弱が市外からの参加者であり、サイクルツーリズム事業として効果が
あったと考えられる。

効果
(R5とR4の
指標値増減)

費
用

関係団体と早期に協議を開始する。

活動実績
(R５年度に
行った主な活
動内容）

①サイクルイベントの実施
令和5年11月19日（日）、自転車活用による地域活性化に取り組む
市内団体と連携し、自然豊かな奥佐野地域を周遊するサイクルイベント
「ツール・ド・奥佐野」を実施
②レンタサイクル整備
市内観光施設等の周遊を可能にするレンタサイクル拠点の整備
・クリケット場：電動アシスト付き自転車　２台
・どまんなかたぬま：自転車　３台
③サイクルマップの作成
本市の特徴を生かしたコース設定、観光情報を記載したサイクルマップ作成　
3,000部



仕事の振り返りシート（令和５年度実施分） 作成・更新日

事業名 実施計画事業or一般事業 市長公約 該当なし 総合戦略 該当あり
施策横断的な取組との関連性 SDGs 該当あり コンパクトシティ 該当なし スマートシティ 該当なし

１．基本情報
部 予算中事業名 会計 一般 事業計画
課 款 10 新規or継続
係 項 5 市単独or国県補助

体系コード 221 名称 根拠法令、条例等 目 1 義務or任意
基本目標 2 新たな流れの創造による賑わうまちづくり 開始年度 Ｈ17 実施方法
政策 2 スポーツを軸とした人々が集まるまちづくり 終了年度 事業分類
施策 1 スポーツツーリズムの推進

２．事業概要と目的及び（基本計画期間内）目標値
（１）事業概要

事業概要

（２）目的 （３）目標値
効果指標 単位 R3 R4 R5 R6 R7

参加（申込）件数 件 0 1,000 1,200 1,400 1,500
参加人数 人 0 1,200 1,500 1,800 2,000

３．前年度の実績（活動及び費用対効果）説明
（１）活動実績 （２）活動を説明する数値データ及び事業費の推移

活動指標 単位 R3 R4 R5

参加人数 人 0 1,227 1,455

事業費計 千円 0 2,000 5,000

一般財源 千円 3,000

特定財源（国・県・他） 千円 2,000 2,000

　　　（うち受益者負担） 千円

（３）活動による効果 （４）事業効果を説明する数値データの推移 ↓選択して下さい
効果指標 単位 R3 R4 R5 指標の性質 R4とR5の比較

参加（申込）件数 件 0 940 1,224 値が大きいほど良い 効果が上がった

参加人数 人 0 1,227 1,455 値が大きいほど良い 効果が上がった

（５）費用対効果結果（自動判定）
費用が増加した ※１０万円以上の増減により判断
2指標 効果が上がった 効果は変わらない 効果が下がった
0指標 費用は下がった
0指標 費用の増減無し

効果が上がった 費用が増加した 〇
４．次年度に向けた検討
（１）令和５年度の事業実施における反省点、環境変化や関係者からの意見等を踏まえた検討課題、費用対効果向上のための課題

（２）上記反省点及び課題を踏まえた、令和６年度及び令和７年度の取組
取組説明

事業の在り方検討（廃止、休止、再編成、受益者負担の見直しなど）
事業効果を上げるための事務改善の検討
事業費の見直し検討
業務時間効率化のための事務改善の検討
特に検討事項無し（現状維持又は現状の計画通り）

2024年6月28日

さのマラソン大会開催支援事業 実施計画事業

産業文化スポーツ部 単年度繰り返し
スポーツ推進課 継続事業
市民スポーツ係 市単独事業

任意的事業
一部委託

イベント等開催事業

全国からランナーを迎え、スポーツツーリズム事業として本市のＰＲとイメージアップを図り地域振興に繋げる。

費用（R5とR4の一般財源増減） 効果
効果が上がった指標数
効果は変わらない指標数
効果が下がった指標数

指標全体

今大会の最長距離の部門は１０ｋｍであり、市外からの誘客を図るには短いと考えられるため、ハーフマラソン部門の設定を検討する。

担当組織 予算
科目

さのマラソン大会開催支援事業

政策体系
さのマラソン大会交付金交付要領

事業
期間

目的
(本事業に
よって成し
遂げたい
状態)

市内外からの参加者の健康増進及び市外参加者には本市のＰＲ
を図る。

効果説明
(定量及び
定性)

参加者の半数は市外からの参加者であり、ツーリズム事業として効
果があったと考える。

効果
(R5とR4の
指標値増減)

費
用

ハーフマラソン実施にむけ関係団体･機関と協議する。

活動実績
(R５年度に
行った主な活
動内容）

開催日　令和５年１２月１０日（日）
コース　　清酒開華スタジアム及び運動公園周辺
種目　　10㌔、5㌔、3㌔、2㌔、2㌔親子ジョギング



仕事の振り返りシート（令和５年度実施分） 作成・更新日

事業名 実施計画事業or一般事業 市長公約 該当なし 総合戦略 該当あり
施策横断的な取組との関連性 SDGs 該当あり コンパクトシティ 該当なし スマートシティ 該当なし

１．基本情報
部 予算中事業名 会計 一般 事業計画
課 款 10 新規or継続

係 項 5 市単独or国県補助

体系コード 221 名称 根拠法令、条例等 目 1 義務or任意

基本目標 2 新たな流れの創造による賑わうまちづくり 開始年度 H26 実施方法
政策 2 スポーツを軸とした人々が集まるまちづくり 終了年度 事業分類
施策 1 スポーツツーリズムの推進

２．事業概要と目的及び（基本計画期間内）目標値
（１）事業概要

事業概要

（２）目的 （３）目標値
効果指標 単位 R3 R4 R5 R6 R7

宿泊者のあるスポーツ大会または合宿 件 15 10 20 30 40
ｽﾎﾟｰﾂｲﾍﾞﾝﾄ又は合宿の市外参加者 人 8,500 5,500 6,500 7,500 8,500

３．前年度の実績（活動及び費用対効果）説明
（１）活動実績 （２）活動を説明する数値データ及び事業費の推移

活動指標 単位 R3 R4 R5

誘致等した大会、合宿 件 11 9

事業費計 千円 0 200 200

一般財源 千円 200 200

特定財源（国・県・他） 千円

　　　（うち受益者負担） 千円

（３）活動による効果 （４）事業効果を説明する数値データの推移 ↓選択して下さい
効果指標 単位 R3 R4 R5 指標の性質 R4とR5の比較

宿泊者のあるスポーツ大会または合宿 件 14 28 28 値が大きいほど良い 効果は変わらない

ｽﾎﾟｰﾂｲﾍﾞﾝﾄ又は合宿の市外参加者 人 4,883 7,241 13,447 値が大きいほど良い 効果が上がった

（５）費用対効果結果（自動判定）
費用の増減無し ※１０万円以上の増減により判断

1指標 効果が上がった 効果は変わらない 効果が下がった
1指標 費用は下がった
0指標 費用の増減無し 〇

効果が上がった 費用が増加した

４．次年度に向けた検討
（１）令和５年度の事業実施における反省点、環境変化や関係者からの意見等を踏まえた検討課題、費用対効果向上のための課題

（２）上記反省点及び課題を踏まえた、令和６年度及び令和７年度の取組
取組説明

事業の在り方検討（廃止、休止、再編成、受益者負担の見直しなど）
事業効果を上げるための事務改善の検討
事業費の見直し検討
業務時間効率化のための事務改善の検討
特に検討事項無し（現状維持又は現状の計画通り）

2024年6月28日

スポーツツーリズム推進事業 実施計画事業

産業スポーツ部 単年度繰り返し
スポーツ推進課 継続事業
スポーツツーリズム係 市単独事業

任意的事業
一部委託

その他市民に対する事業

市外スポーツ団体等に対し､本市スポーツ施設を提供し本市での各種スポーツ大会、合宿等の実施を推進する。

費用（R5とR4の一般財源増減） 効果
効果が上がった指標数
効果は変わらない指標数
効果が下がった指標数

指標全体

市有スポーツ施設は、常に稼働率が高く特に遠方から大会、合宿で訪れることができる週末、長期休暇中の連続利用は困難な状況にあるが、利用団体との調整を図ることで大
会等の誘致を進める。

担当組織 予算
科目

スポーツツーリズム推進事業

政策体系 事業
期間

目的
(本事業に
よって成し
遂げたい
状態)

各種スポーツ大会、合宿の誘致、実施によりスポーツによる市外から
の誘客を図る。

効果説明
(定量及び

定性)

コロナウイルス感染症の影響が減少したことにより、クリケット大会、試
合等が前年より増加したことにより、市外参加者が大幅に増えた。

効果
(R5とR4の

指標値増減)

費
用

現状のスポーツ大会等を継続するとともに、新規で受け入れられる大会等を栃木県スポーツコ
ミッションと連携し模索していく。

活動実績
(R５年度に
行った主な活
動内容）

市が誘致、支援する主なものは、以下のとおり
①石井琢朗杯選抜中学野球佐野大会
（5/14，20　エイジェック佐野野球場他　407人16チーム）
②ＢＣリーグ、佐野市民デー（プロスポーツ）
（8/12　エイジェック佐野野球場）
③明治安田生命カップ（ｷｯｽﾞｻｯｶｰ）
（12/2　国際クリケット場　160人16チーム）
④FLVチャレンジャーズディビジョン(バレーボール)
（1/28　DAIKYOアリーナ佐野　40人4チーム）



仕事の振り返りシート（令和５年度実施分） 作成・更新日

事業名 実施計画事業or一般事業 市長公約 該当なし 総合戦略 該当なし
施策横断的な取組との関連性 SDGs 該当あり コンパクトシティ 該当なし スマートシティ 該当なし

１．基本情報
部 予算中事業名 会計 一般 事業計画
課 款 10 新規or継続
係 項 5 市単独or国県補助

体系コード 221 名称 根拠法令、条例等 目 1 義務or任意
基本目標 2 新たな流れの創造による賑わうまちづくり 開始年度 Ｓ63 実施方法
政策 2 スポーツを軸とした人々が集まるまちづくり 終了年度 事業分類
施策 1 スポーツツーリズムの推進

２．事業概要と目的及び（基本計画期間内）目標値
（１）事業概要

事業概要

（２）目的 （３）目標値
効果指標 単位 R3 R4 R5 R6 R7

大会参加チーム数 チーム 30 30 30 32 32

３．前年度の実績（活動及び費用対効果）説明
（１）活動実績 （２）活動を説明する数値データ及び事業費の推移

活動指標 単位 R3 R4 R5

本市チーム参加数 チーム 0 0 0

事業費計 千円 0 0 0

一般財源 千円

特定財源（国・県・他） 千円

　　　（うち受益者負担） 千円

（３）活動による効果 （４）事業効果を説明する数値データの推移 ↓選択して下さい
効果指標 単位 R3 R4 R5 指標の性質 R4とR5の比較

大会参加チーム数 チーム 0 0 0 値が大きいほど良い 効果は変わらない

（５）費用対効果結果（自動判定）
※１０万円以上の増減により判断

0指標 効果が上がった 効果は変わらない 効果が下がった
1指標 費用は下がった
0指標 費用の増減無し

効果は変わらない 費用が増加した

４．次年度に向けた検討
（１）令和５年度の事業実施における反省点、環境変化や関係者からの意見等を踏まえた検討課題、費用対効果向上のための課題

（２）上記反省点及び課題を踏まえた、令和６年度及び令和７年度の取組
取組説明

事業の在り方検討（廃止、休止、再編成、受益者負担の見直しなど）
事業効果を上げるための事務改善の検討
事業費の見直し検討
業務時間効率化のための事務改善の検討
特に検討事項無し（現状維持又は現状の計画通り）

2024年6月28日

関東小学生女子ソフトボール大会開催支援事業 一般事業

産業文化スポーツ部 単年度繰り返し
スポーツ推進課 継続事業
市民スポーツ係 市単独事業

任意的事業
直営

支援事業

関東小学生女子ソフトボール大会の運営費の一部を補助する。

費用（R5とR4の一般財源増減） 効果
効果が上がった指標数
効果は変わらない指標数
効果が下がった指標数

指標全体

大会廃止となった。

担当組織 予算
科目

関東小学生女子ソフトボール大会開催支援事業

政策体系 関東小学生女子ソフトボール大
会開催費補助金交付要領

事業
期間

目的
(本事業に
よって成し
遂げたい
状態)

佐野市で開催される関東小学生女子ソフトボール大会の運営費の
一部を補助することで、大会に参加する多くの人に佐野市を周知
し、また大会に参加する関係者相互の親睦と競技技術の向上を図
ることを目的とする。

効果説明
(定量及び
定性)

関東域から多くの参加者があり、スポーツツーリズムの推進に繋がる。

効果
(R5とR4の
指標値増減)

費
用

大会が廃止されたため、事業を終了する。

活動実績
(R５年度に
行った主な活
動内容）

大会中止


